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択の三点がウイルスの血球凝集性検討には考慮され
るべきであるうと考えられる。
23.当病院内に於けるぶどう球菌蔓延の現状につ
いて
f岩崎洋治，野口晃平，高橋 康，
柏木 登，野本昌三 (中山外科〉
最近数年間に Hospitalstaphylococciの名の下 
に"一躍世人の注目をあびるにいたったぶどう球菌 
は，抗生物質使用とし、う条件下において病院内に拡
がり，特に術後患者叉は乳幼児などの特殊な患者を
常時扱う外科，産科，小児科において，肺炎，敗血
症，腸炎，手術創化膿等の色々重篤な疾患をひき起
している。 
そこで私達は当病院内に於けるぶどう球菌の分布
を知るため，三輪内科，皮膚科，眼科の入院患者共
び当科の入院患者， 職員更に看護学校生徒等約 600
人の口蓋屑桃腺の部分より約 580株のぶどう球菌を 
分離し，それらの菌について主に抗生物質に対する
耐性試験及びフア{ジ的性状より検索を行い，病院
内における菌蔓延の現状を明らかにし叉その拡がり
かたに関して 2，3検討を加えた。
更に抗生物質使用の際，菌蔓延を防止するために
は，どのような注意を払わなければならなL、かにつ
いて言及する。 
質問細菌川喜田愛郎 
経に経皮的に電気刺激を与え，その被支配筋たる俳
腹筋，尺側手根屈筋より針電極により得られる全か
帯、かの法則に従う活動電位を示標として，脊髄運動 
核 (H波〉および終板 (M波〉における促通現象
を観察した。刺激には平衡回路法を用い， 5秒に 1 
回の 2重反復刺激とした。
本実験においては， H波には腔骨神経一昨腹筋，
M波には尺骨神経一尺側手根屈筋を用し、i 前置刺
i款の強さは関値を僅かに超えるものおよび関下のも
のを，また試験刺激には関下のものを用いた。
試験刺激間隔が M 波では大体 23~4mSec. H 
波では大体 33 ~6mSec.の範囲内で，引き続きス
ノミイグ電位が観察された。
25. Iminodipropionitrileによる動物の廻転
運動に関する研究
秋山龍男(薬理学〉
Iminodipropionitri1e (IDPN)を応用すること
によって特有の廻転運動を伴う運動興奮，頭部の舞
踏病様運動，遊泳不能，後退性などの特徴的な症候
群 (SyndromeTournanのを呈するいわゆる廻転
マウス (Souris tournante)について， その一般
状態を長期にわたって観察し，また典型的な小廻転
運動数を中心として Chlorpromazine，Reserpi・
ne，Hydroxyzine，Meprobamate，Mephenesin， 
Phenobarbital，Coramine，Cardiazol，Picroto-
いまの御報告の中には broad sp~ctrum の抗生 xin，Strychnine，Harmine，LSD25，Methamp-
物質の使用による一種の交代菌現象と耐性の獲得と 
いう二つのことがあると思うのですが，ほかの上部
気道常圧菌についてお調べになったでしょうか。目
下はぶどう球菌による accidentが頻発するため，
それに検索の焦点を合せておられると思うのです
が，今後おこるかもしれない別種の accidentへの
用意としてほかの菌についてもそろそろお調べにな
っておくことが望ましいと思います。
応答岩崎洋治 
現在他の菌については検索していないが，緑膿菌 
分離率(咽頭および病巣からも〉はぶどう球菌分離
率と略平行している。
24.人運動単位より得られた誘発筋電図を示標と
する促通現象について
鈴木正夫，本間三郎，
。伊谷昭幸 (第 1生理〉
成人男子を被検者として，腔骨神経および尺骨神
hetamine，Cocaine，Ca旺eineなどの作用をし
らベ，これを煤紙上に描起し，一部は映画に撮影し
た。
一方， ウサギを用い IDPNを側脳室あるいは神
経核内に注入して 2，3の知見を得ているので，そ
れらの成績を併せ報告する。
26.家兎視床下部電気刺激による排卵について
御園生雄三， o貴家昭而(産婦人科〉
Hohlweg ('39)によって問脳に性中枢が仮定さ
れたが吾々は家兎視床下部に直接電気刺激を加え，
排卵現象を観察した。隔離飼育せる成熟雌性家兎を
術前開腹して卵巣を検し， 8，400単位の Estrogen 
を前処置として注射した。黒津式，脳研式装置にょ
る双極電導子を用い，脳穿刺は黒津及び Sawyer
の mapに随った。刺激は 100cycle，3Volt，0.2 
mAの低周波直角脈波を 30秒 x10とした。術後 
2日開腹し卵巣を検し，脳は電導子を追跡した。実
